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B-073 土壌呼吸に及ぼす温暖化影響の実験的評価  

（２）異なる生態系における土壌微生物活性の変動メカニズムの解明 
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［要旨］北海道から九州・沖縄まで、日本の主要な森林生態系のうち、亜寒帯性常緑針葉樹林、落葉

性針葉樹林、温帯性落葉広葉樹林、暖帯性常緑広葉樹林、亜熱帯広葉樹林を対象に、温暖化環境下で

土壌呼吸が土壌微生物によってどのような影響を受ける可能性があるかについて解析するため、土壌

サンプルを採取しインキュベーション実験および苗場山ブナ林の標高 1500m と 900m において（高温

域への移動）実験を行った。 

 予備実験として、自動開閉式装置により土壌呼吸を測定している天塩、富士吉田、つくばおよび苗

場サイトから土壌試料を土層ごとに採取した。その際、土層を破壊的に採取する方法（仮に破壊法）

と非破壊的に採取する二つの方法に依った。破壊法では採取後風乾し 2mm の篩によって根などを除去

した後実験に供された。実験の条件は土壌水分（W1、W2、W3）の 3 段階、温度は T1(10-25℃/1 日)、

T2(10-40℃/1 日),T3(10-38℃/4℃ステップ/7 日)、T4(10-40℃/2 ヶ月)の 4 段階、対象物は L0（リター）、

L1（リター層をのぞく 0-10cm）、L2（10-20cm）、L3（20-30cm）に区分された。破壊法と非破壊法の

比較では、10〜30℃の間では両者の土壌呼吸速度は同様の傾向を示したが、破壊法が非破壊法に比べ

て高温ほど高くなった。水分条件では最も過湿な条件(W3)の呼吸速度が高い傾向であった。サイト間

の比較を行うと、土壌呼吸速度は全炭素、微生物バイオマス量に影響を受けることがわかった。 

 本実験として、全国72ヵ所から土壌を非破壊的な方法で採取し、採取土壌試料を低温域、中温域、

高温域のグループに分け、異なる一定温度による加温（以下、温度負荷と呼ぶ）を与えて土壌呼吸速

度を測定した。その結果常緑広葉樹林、針葉樹林に比較して落葉広葉樹林の土壌呼吸速度が高いこと、

また緯度が高いほど、標高が高いほど土壌呼吸速度が高いことがわかった。ヒーター等による「温暖

化操作実験」によっても土壌呼吸の目立った増加が見られず、むしろ減少し、いわゆる「フィードバ

ック効果」が見られた。 
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１．はじめに 

京都議定書に定めた CO2 排出削減と第１約束期間以後の国際的な合意に向けての取り組みがお
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